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＜点 鐘＞ 会長 大保木正博 

＜ロータリーソング＞ それでこそロータリー 

 

＜会長の時間＞ 会長 大保木正博 
 

大変残念な報告をさせていただきます。かねてより病気療

養中で休会されてみえました三浦和美さんが退会されま

した。11 月 10 日付で退会の意向を示されまして、慰留に

努めてまいりましたが、ご本人の意思が固く、理事会にお

いても止む無しとの承認を得ましたので、11 月 10 日付で

退会の処理をさせていただきます。入会後、病気療養に入

られました。それから長きにわたり休会扱いとしてクラブ

に所属していただきました。三浦さんの今後の病気の治癒

とご発展をお祈りいたします。 

一昨日は、名古屋名鉄グランドホテルで剱田ガバナーエレ

クトの壮行会が行われましたので、次期地区幹事の皆さん

と参加してきました。来年 1月にアメリカへ研修に行かれ

るについての壮行会です。いよいよ剱田年度を身近に感じ

てまいりました。 

本日は出席・プログラム委員会の担当例会で、来年 10 月

21日～22日に開催されます剱田年度の地区大会について、

島次年度地区大会実行委員長から話をしていただきます。 

最近、多くの団体が防災協定を結んで万が一の事態に備え

ていますが、防災について取り組んでみえるロータリーク

ラブがあるようです。ロータリーの友 12 月号に、宮城県

と神奈川県のロータリークラブ間で「災害時相互支援協定」

が締結された事例が紹介されています。 

第 2560 地区宮城県の岩沼ロータリークラブと第 2590 地区

神奈川県の横浜旭ロータリークラブの間で本年 6 月 13 日

に締結されたものです。被災したクラブがクラブ組織とし

て支援を受け入れ、状況による支援ニーズの把握など、体

制作りに動き出せるようになるには時間がかかりますが、

被災地クラブに変わって被災を免れた他クラブが、情報収

集や救援物資の支援など、その一部を代行できないだろう

かとの考えからです。協定の活動理念は次のように定めて

あります。 

1. 活動の規範はロータリーの「四つのテスト」に置く。 

2. 目的達成のために両クラブは、担当委員会を設置し、

互いに支援する。 

3. 被災地行政と連携を取りながら支援する。 

4. ロータリーの組織力を最大限に活かす。 

ロータリーの特性を災害被災支援に活用しようとするも

のです。 

その他、第 2650 地区では義援金の迅速な活用を目指して

地区の災害対策基金による支援が紹介されています。 

また第 2560 地区では「ロータリー地域共同ネットワーク

センター」が設立され、非常時、平常時共に団体とも共同

して活動する仕組みができています。 

ロータリーの活動も多様化していますし、また社会から認

知され存続していくには多様化していくべきだろうと思

います。防災についてもロータリーとしてどのような活動

ができるのかを考える機会をもつべきと思います。 

まず今できることとして、大災害時のクラブ会員の安否確

認のための緊急連絡網等の整備は行いたいと思います。 

 

＜幹事報告＞ 幹事 坂之上 健一 
 

◎ＲＩ本部より 

 ・ザ・ロータリアン誌 

○国際ロータリー第２６３０地区ガバナー事務所より 

 ・職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕部門合同研修セミナー

開催のお知らせ 

  日時：2月 14 日（日）１１：００～１６：３０ 

  会場：岐阜グランドホテル 

  登録料：６,０００円 

  出席要請者 

現・次期 会長 

現・次期 幹事 

現・次期 職業奉仕委員長 

現・次期 社会奉仕委員長 

現・次期 国際奉仕委員長 

 ・クラブ会員数別増強討論会開催のお知らせ 

日時：2月 20 日（土）１２：００～１５：５０ 

  会場：阿保ホール 

  登録料：２,０００円 

  出席要請者 

現会長もしくは幹事 

次期会長もしくは幹事 

現もしくは次期会員増強委員長 

○平塚湘南ロータリークラブより 

 ・創立 25 周年記念式典開催のご案内 

  日時：2月 19 日(金) 

  会場：大磯プリンスホテル 

＜会報＞ 

 ・可茂ＲＣ 

  

◆会長  大保木 正博   ◆幹事  坂之上 健一   ◆会報委員長 谷口 欣也  ◆会報担当 谷口 欣也 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1072 回 
53 名 52 名 47 名 － 90.38％ 

前々回 

1070 回 
53 名 52 名 43 名 5 名 92.31% 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2015～2016 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「外に発信 内に達成感 さあ行動しよう！」 

＜出席報告＞ 
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　Ｈ27.12.14現在

新井　信秀 ◎式　典

大原　誠 　式　典

清水　幸平 　式　典

中田專太郎 　式　典

内田　茂 　式　典

　式　典

今井　俊治 　式　典

堀口　裕之 　式　典

高原　清人 （司会）

長瀬栄二郎

熊﨑　元康 ◎会　場

堀口　裕之 　会　場

高橋　厚生 　会　場

松之木映一 　会　場

清水　幸平 　会　場

　会　場

　会　場

　会　場

　会　場

＊ ◎は、各委員長です。

＊ 講演は、１日目は、基調講演とレディースプログラム、２日目記念講演です。

＊ 外国担当はすべての外国人を対象とします。

大会副幹事

足立　常孝 山本　辰男

大会副幹事

看護師　　

ガバナー

剱田　廣喜

大会実行委員長

島　　良明

大会幹事補佐

田中　雅昭

大会幹事 河上　美幸

丸山　聡子

大会事務局員

大会事務局員補佐

大会事務局員補佐

大会事務局員補佐

永田　富次・冨士井 忠男・仲谷　政美西倉　良介・高殿　尚

大会副実行委員長 大 会 相 談 役

中田　学

大会会計

大会副幹事

永井　信次

会員夫人担当

大保木寿美代

大会副幹事

大保木正博

岡﨑　壮男

交通宿泊部 式典部 懇親会部

周　信夫　

（事前取材）

（事前取材）

◎特別委員会

　特別委員会

ロータリーデー部 総務部

◎宿　泊

　宿　泊

岩垣津　亘

中田　一男 熊﨑　元康

　津田　久嗣

熊﨑　元康

鶯塚　英雄

◎下田　徳彦

　内田　茂　

　都竹　太志

　中田專太郎

　岩垣津　亘

　高原　武夫

　交　通

　交　通

　宿　泊

◎総　務

　総　務

◎登　録

　登　録

◎救　護

　救　護

◎広報記録

　交　通

　交　通

(海外担当)

(海外担当)

(海外担当)

　通　訳

　広報記録

　広報記録

（記念写真）

（記念写真）

渡辺　修治

坂家　賢司

村瀬　祐治

永田　富次

冨士井忠男

高原　武夫

道下　利一

中田　一男

井ノ下雄志

高山ＲＣ　

高山西ＲＣ

都竹　太志

高橋　厚生

坂家　賢司

　接　待

　接　待

松之木映一

津田　久嗣

岩本　正樹

久々野国良

高原　清人

和田　良博

堀口　裕之

　大昼食会

　大昼食会

◎友愛の広場

◎接　待

　友愛の広場

　大昼食会

　大昼食会

　大昼食会

　大昼食会

　大昼食会

　大昼食会

高殿　尚　

西倉　良介

坂之上健一

高木　純　

黒地　重雄

◎ＲＩ代理

 　歓迎会
　ＲＩ代理

　　歓迎会

◎大昼食会

　大昼食会

　大昼食会

　大昼食会

　大昼食会

高原　武夫

谷口　欣也

前越　路子

植木　眞吾

高橋　厚生

新井　信秀

西倉　良介

高殿　尚　

道下　利一

伊藤　正隆

仲谷　政美

井ノ下雄志

長瀬栄二郎

大原　誠　

和田　良博

2016.10.22（土）～23（日）　地区大会　役員・実行委員会　組織表  

　新宮　一郎

三枝　祥一

長瀬栄二郎

大会副幹事

平林　英一

地 区 幹 事

伊藤 正隆（代表）・大保木 正博・前越 路子・岩垣津 亘・橋本 修

清水 幸平・三枝 祥一・松之木 映一・村瀬 祐治・小森 丈一・住 宏夫

ホストクラブ会長・田中　雅昭

ホストクラブ幹事・中田　学

橋本　修　

渡辺　修治

永田　富次

冨士井忠男

鶯塚　英雄

植木　眞吾

◎交　通

　交　通

　交　通

　交　通

　交　通

　交　通

　交　通
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＜本日のプログラム＞  
 

出席／プログラム委員会  平林 英一 委員長 
 

２０１６年の地区大会に向けて、これまで島大会実行委員

長を中心に会議を重ねて来ていただいているところです

が、皆さんの協力があっての地区大会だと思いますので、

今日は成功に向けてのお話を島大会実行委員長にお願い

してあります。 

「時間が足らないかも知れない」と仰せられるほどの盛り

沢山な内容ですので、しっかりとメモを取っていただきな

がらお聞きいただきたいと思います。 

 

 

  

２０１６－１７年度地区大会について   

島 良明 大会実行委員長 
 

いよいよ、剱田ガバナー年度の地区大会がスタートいたし

ました。 

スローガンを作る時に、剱田ガバナーエレクトから信条を

お聞きしましたが、その中に「思いやりの心」、「助け合い

の心」というのがありました。それを咀嚼（そしゃく）し

てみると、「ロータリーのマークの『輪』」、「中央ロータリ

ーの仲間の『輪』」、「日本の和らぎの『和』」、それと「平

和の『和』」というようなことが浮かんで来ました。これ

らの「『わ』の心を文化に！！」。「文化」ということはど

ういうことかと言うと、「当たり前」です。そんなことを

やるの？飛騨高山では当たり前だから「めでた」をやり、

飛騨牛のステーキが出る、これが文化です。「そこまでや

らんでもいいのに」、というのをやる「思いやりの心」を

是非みんなでやりたい。「『わ』の心を文化に！！飛騨高山

で！！」というスローガンにさせていただきました。 

「地区大会職務分掌」ということで、平成２７年１２月１

４日現在の資料を皆さんにお配りしております。 

組織図を見ていただきたいと思います。・・・ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

12/6 にガバナーエレクト壮行会を開いて頂きました。過
分なお祝い・ご祝辞を頂戴し感激いたしました。高山から
掛け付けて頂きました、伊藤さん、橋本さん、岩垣津さん、
前越 さん、大保木さんありがとうございました。 
 剱田 廣喜 
 

12/12～12/25 まで、本店サロン棟の壁面を使ってプロジ
ェクションマッピングを開催しています。会員さん、社員
の皆様をはじめご家族とぜひご覧頂きたくお願いします。
 大原 誠 
 

 
 
 
申し訳ありませんが本日早退します。 都竹 太志 
 

約二か月前、遅くから授かった男の子が吐き気と呼吸困
難・食欲不振になり、岐阜のクリニックで 2日間かけて検
査の結果、岐大の附属病院で手術となりました。病名は「唾
液線瘤」と言う事で、術後 小指だい位のデキモノを見せ
て頂きました。その後経過良好にて、毎日散歩をしながら
楽しんでいる 8 歳の男の子で私たち夫婦の愛犬「パピー」
の話しでした。 中田 一男 
 


